提出資料：

　文科省申請のもとになる資料です。小課題・中課題の単位で内容を調整したうえ、下記の項目を全員が記入し、必要資料を添えて提出をしてください（→小課題・中課題リーダー・久田・相田に提出）。

１．氏名・所属（本人）：
淺谷耕一(工学部情報通信工学科教授)

小林亜樹(工学部情報通信工学科准教授)

山口実靖(工学部情報通信工学科准教授)
　水野　修(工学部情報通信工学科准教授)
２．研究課題：

災害対策拠点の分散化を支援する耐災害性の高い通信システムに関する研究

３．研究内容（1000字程度、専門外にも分かりやすい図表・写真などを含める）：

災害発生時には故障や輻輳などのために公衆通信システムが使用できなくなり，避難誘導，救助などの災害発生後の対策を迅速に行えない．また通信システムが停止するため災害対策拠点の分散化が困難であり，対策拠点が被災した場合は災害の対処を全く行えない状況に陥る．本研究では，遠隔地間を無線システムなどで接続することにより災害発生時にも通信を確保可能な通信システムの構築することを目的とする．そして，その通信システムの可用性の向上，高性能化，多様なアプリケーションの提供可能性の向上を目指す．

これにより災害発生時にも高品質な通信が確保され，災害対策拠点の分散化や拠点間の連絡が可能となり迅速な災害対策が可能となる．
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研究拠点は工学院大学新宿キャンパスと同学八王子キャンパスに形成する．両拠点には通信設備が設置され，新宿キャンパスに淺谷耕一，小林亜樹，山口実靖，水野修が常駐し，八王子キャンパスには無人装置が設置される．

通信システムの一端である新宿は，災害対策の本拠点を担う．新宿は東京の代表的な巨大繁華街，巨大ビジネス街であり，これの耐災害性の評価と強化は他の巨大街の耐災害性の向上にも有用であると言える．

八王子キャンパスは，通信システムのもう一端であり，災害対策の副拠点を担う．

両拠点間は約40km離れており，単一の災害で両都市が被災することは考えにくい．よって，災害対策拠点の分散化や，分散化拠点による災害対策を実現できる．

本研究の達成により，災害が発生し故障，輻輳などにより公衆通信システムが麻痺した状況であっても，遠距離間の高速通信システムを確保することが可能となる．これにより避難誘導，救助などの災害発生後の対処を迅速かつ正確に行うことが可能となる．また，通信が確保されているため災害対策拠点の分散化が可能となり，災害対策拠点の被災による対策拠点の機能停止を回避することができるようになる．

これらは，都市機能継続性の強化，二次災害の発生防止，帰宅困難者の誘導の実現に直接的に効果があり，超高層建築防災に間接的に効果があると期待される．
４．当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割：

災害発生後の「災害対策」は，被害の規模に大きな影響を与える．災害対策拠点となるべき地点が被災し災害対策拠点として十分に機能できなくなった場合は，災害対策が十分に行われず被害が拡大してしまう．これを回避するためには災害拠点を複数の都市に設け，それらで協調して対策を行う「災害拠点の分散化」が重要となる．また，そのためには被災時にも使用可能である「通信システム」が必要となる．
本研究では「耐障害性の高い通信システム」の実現，高機能化，高性能化について研究し，災害対策拠点の分散化を支援する．これにより，災害発生後の災害対策の可用性の向上，高機能化を行い，「建築・都市の減災と災害時機能継続」に寄与する．
５．本年度に得られた成果：

　新宿～八王子間の無線伝搬測定環境の構築と予備測定実施
６．成果の公表実績（本年度の大会発表、査読付き論文等への投稿など）：

　なし
７．２００９年度に使用・使用予定の研究費と内容：

　測定用線路工事　8万円，サーバー装置　12万円
８．次年度以降の年次計画：

　２０１０年度（平成22年度）
工学院大学新宿キャンパス付近と同八王子キャンパス付近間の通信システムの構築と接続の確立

　２０１１年度（平成23年度）
基礎調査，理論検討
　２０１２年度（平成24年度）
通信システムの可用性と性能の検証と向上

　２０１３年度（平成25年度）
多様なアプリケーションの提供可能性の検証と向上

　２０１４年度（平成26年度）
実用性の検証と向上
９．主な業績（最近５ヶ年において発表した主な学術論文（掲載された雑誌名を必ず記載してください。ただし、口頭発表は含みません。）、学術研究著書を研究者ごとに発表年次順に記入してください。構想調書作成上の留意事項を参照し、研究プロジェクトに関連する業績を記入してください。）：発表論文名・著書名、発表年月日、レフェリー（査読）付き論文の有無

  別紙参照

１０．期待される成果と公表計画（次年度以降の、査読付き論文等への投稿計画など）
（１）平成23年 (2年目)：新宿～八王子間（早稲田～八王子，新宿～八王子）の伝送特性の計測結果
　（電子情報通信学会和文論文誌B：レター論文）

（２）平成25年(4年目)：減災バックアップネットワークの構築と運用について
　　（Proc. Of The Asia-Pacific Network Operations and Management Symposium (APNOMS)，Lecture Note on Computer Science, Springer）

（３）平成26年 (5年目)：：都市部における減災情報通信システムの開発
　　　（電子情報通信学会和文論文誌B　システム開発論文特集号）
１１．学外研究者：所属・職、研究者名、研究プロジェクトにおける研究課題、当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割、を記入


　　中里秀則　早稲田大学大学院国際情報通信研究科、国際情報通信研究センター　教授

　　バックアップ回線（新宿～早稲田間，早稲田～八王子間）のシステム構築，運用サポート

１２．　協力機関：機関名、期間、担当者（氏名・所属・連絡先）

　     早稲田大学　平成22年度～平成26年度
     　中里秀則　早稲田大学大学院国際情報通信研究科、国際情報通信研究センター　教授
 　　　　　埼玉県本庄市西富田大久保山1011，nakazato@waseda.jp，電話　0495-24-6170
　　
１３．科学研究費補助金の申請・採択状況：平成19年度及び平成20年度に採択されたものについて、年度、研究種目、研究課題名、研究者名（代表・分担の別）、採択金額（千円）（採択された課題のみ）を記載

(1) 採択研究課題
・研究分担者：小林亜樹

・科学研究費補助金 基盤研究(Ａ)『学習コンテンツの世界的共有再利用を促進する情報システムと学習コミュニティの形成』（平成20～平成22）

・代表者：山田恒夫，研究分担者　

・研究経費 400千円（分担分）

 (2) 採択研究課題

・研究分担者：小林亜樹

・科学研究費補助金萌芽研究『高機能ノードの積極利用を実現する介入型経路構成に関する研究』（H18～H19）

・代表者：山岡克式　研究分担者

・研究経費  平成18年度: 1,300千円

平成19年度: 1,900千円

期間全体:  14,300千円

 (3) 採択研究課題

・研究分担者：小林亜樹

・科学研究費補助金 基盤研究(B)『メタデータ配信ネットワークに関する基礎的研究』(H18～H20）

・代表者：酒井善則　研究分担者

・研究経費　 平成18年度: 5,400千円

平成19年度: 4,700千円

平成20年度: 4,200千円

期間全体:  14,300千円

(4) 申請中研究課題

・研究代表者：水野修，研究分担者：淺谷耕一，小林亜樹，山口実靖

・科学研究費補助金 基盤研究(B)『市部における防災に向けた情報通信ネットワークシステム構築法の研究』（平成22～平成24）
１４．科学研究費補助金以外の研究費補助金等（文部科学省以外の官庁等、特殊法人、地方公共団体からの補助金及び委託費を含む）の受け入れ状況（平成19年度及び20年度に100万円以上受け入れたものについて、年度、研究費配分機関名、補助金等の名称、研究課題名、研究者名、補助金等額（百万円）を記載

(1)研究代表者：水野　修

・総務省戦略的情報通信研究開発制度『アドホックユビキタス通信環境向きデータ駆動ネットワーキングプロセッサの研究開発』(平成18年～平成20年)

・代表者　西川博昭　研究分担者

・研究経費(分担分のみ)　平成18年度: 3,200千円

　平成19年度: 2,955千円

　平成20年度: 2,107千円

　期間全体:  　8,352千円

(2)研究分担者：山口実靖

・科学技術振興機構 産学協同シーズイノベーション化事業 顕在化ステージ『遠隔・高速iSCSI アクセス技術を用いたセキュアな統合ネットワークストレージシステムの研究』（H19年度）

・研究代表者　小口正人　研究分担者

・研究経費（直接経費）　6,150 千円

１５．研究設備（１個又は１組の価格が５００万円以上、本事業費で申請予定のもの）：整備年度、研究設備名、主な使用目的、事業計画額（千円）、見積もり・システム図など補足資料をつける

工学院大学新宿キャンパス-早稲田大学大久保キャンパス-工学院大学八王子キャンパス間無線通信システム

(1)　整備年度：平成23年度

　研究設備名：工学院大学新宿キャンパス-早稲田大学大久保キャンパス-工学院大学八王子キャンパス間無線通信システム

　主な使用目的：工学院大学新宿キャンパス-早稲田大学大久保キャンパス間の耐障害性の高い通信システムの実現．早稲田大学大久保キャンパス-工学院大学八王子キャンパス間の耐障害性の高い通信システムの実現．

　事業計画額，見積もり・システム図など補足資料： 
　　　Alvarion長距離無線伝送システム構築　　　　　　　　　　　　　4,176千円

　　　屋内配線およびネットワーク構築費，電源設置工事(見込)　　　　 3,824千円
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計 　　 8,000千円

（2）　整備年度：平成23 年度
　研究設備名：街区情報収集・配信ネットワークシステム
　　主な地区における街区状況を把握し，また，必要な情報を配信する方式を確立する．
　
　事業計画額，見積もり・システム図など補足資料：

　　　　　　平成23年度
　サーバー　　　　　　　　　Dell Poweredge R210 ×2　式　　　　　　　　600千円
　　　　メッシュネット基地局　ノートPC+LANアンテナ×4式（@250千円）　計1,000千円
 　移動端末　　　　　　　　　PDA　×　　　　6式（@50千円）　　　　計  300 千円
  　　　その他　ネットカメラ　等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　100千円
==========================================================================

                                                         　　　　　　　　  合計   2,000千円
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図　システム構成

１６．その他の研究装置・設備の概要（EEC/Post EECや私学研究助成などで既に整備されており、本プロジェクトで使用予定なもの）： 整備年度、研究装置・設備名、主な使用目的
（１）整備年度：平成21年度
　　・研究設備名：工学院大学新宿キャンパス-工学院大学八王子キャンパス間無線通信システム

　　・主な使用目的：工学院大学新宿キャンパス-工学院大学八王子キャンパス間の耐障害性の高い通信システムの実現．
[別紙] 主な業績

（１）2009 年

●水野修

[1] アドホックユビキタス通信環境向きデータ駆動ネットワーキングシステム,西川博昭，冨安洋史，青木一浩，水野修，末田欣子，チャウ　チーオン，宇津圭祐，石井啓之，電子情報通信学会論文誌　Ｂ，Vol.J92-B, No.7, 1003-1014 (2009) 査読有

[2] Enterprise and B2B2C service usage of SIP-based VPN system for NGN, Hideki Yamada, Shintaro Mizuno, Takaaki Koyama, Soutetsu Iwamura, Osamu Mizuno, Proceedings of ICIN 2007, CD-ROM (2009) 査読有

●山口 実靖，淺谷 耕一

[3]iSCSIを用いる遠隔ミラーの動作解析,小山 芳樹 山口 実靖 淺谷 耕一,電子情報通信学会 第19回データ工学ワークショップ (DEWS 2009) D4-6 (2009)

●小林　亜樹

[4] Parameter Estimation based on EM Algorithm for Anti-Folksonomical Item Recommendation System in Social Bookmarking, Akira Sasaki, Takamichi Miyata, Aki Kobayashi, Yoshinori Sakai,  Proc. of IADIS Applied Computing 2009 (2009) 査読有 (採録済み)

[5] ウェブがん情報分類器(CWCC)を用いたがん情報リランキング，中川晋一，内山将夫，三角真，小林亜樹，酒井善則，日本遠隔医療学会雑誌，Vol. 5，No. 2，(2009) 査読有

[6] Item Recommendation System based on Similarities between Item Clusters in Social Bookmarking，Akira Sasaki, Takamichi Miyata, Yoshinori Sakai, Yasuhiro Inazumi, Aki Kobayashi，Anti-folksonomical Proc. of WEBIST2009，(2009) 査読有

[7] 経路情報共有による利用者の多様な要求に応えるための経路情報推薦の提案，佐々木智, 小林亜樹，DEIM forum 2009 論文集，D5-2，(2009)

（２）2008年

●水野　修

[8] Self-Organized Key Management based on Trust Relationship List, Hideaki Kawabata, Yoshiko Sueda, Osamu Mizuno, Hiroaki Nishikawa, Hiroshi Ishii, Proceeding of The ICIN 2008 poster session, CD-ROM (2008) 査読有

[9] Data-Driven Implementation of Contents Discovery Service on Ad Hoc Ubiquitous Network, Yoshiko Sueda, Osamu Mizuno, Naoyuki Hirata, Naohide Fukushi, Hiroshi Ishii, Hiroaki Nishikawa, Proceedings of PDPTA’08, 681-686 (2008) 査読有

[10] Data-Driven Protocol Off-Loading for Ad Hoc Networking Environment, Kazuhiro Aoki, Hiroshi Ishii, Osamu Mizuno, Makoto Iwata, Hiroaki Nishikawa, Proceedings of PDPTA’08, 662-668 (2008) 査読有

[11] Adopting IPsec to SIP Network for On-Demand VPN Establishment between Home Networks, Shintaro Mizuno, Takahiro Haruyama, Hideki Yamada, Tsuyoshi Abe, Masahisa Kawashima, Osamu Mizuno, Proceedings of IEEE GLOBECOM 2008, 1-5 (2008) 査読有

[12] Personal information sharing service in coming next generation network era, Osamu Mizuno, Minoru Sakuma, Tsuyoshi Abe, Mitsuhiro Okamoto, Yusuke Ichikawa, Tetsuya Nakagawa, Proceedings of WTC 2006, CD-ROM (2006) 査読有

[13] On-Demand VPN Service between Home Networks for NGN Users

  Tsuyoshi Abe, Shintaro Mizuno, Takahiro Haruyama, Hitomi Chiba, Osamu Mizuno, Proceedings of ICIN 2008, CD-ROM (2008) 査読有

[14]Dial-to-Connect VPN System for Remote DLNA Communication

  Takahiro Haruyama, Shintaro Mizuno, Masahisa Kawashima, Osamu Mizuno, Proceedings of CCNC 2008, 1224-1225 (2008) 査読有
●山口 実靖，淺谷 耕一

[15] A Dynamic Rate Control Scheme for Video Streaming on Inter-Building Wireless Networks, T. Sugimoto. Y. Takahashi, S. Yamaguchi and K. Asatani, International Wireless Communications and Mobile Computing Conference 2008 (IWCMC'08),Crete Island　(2008)　査読有
●山口 実靖

[16] VPN複数経路接続時におけるiSCSIストレージアクセスの性能評価, 千島望，山口実靖，小口正人，情報処理学会論文誌，Vol.49，No.10，3645-3656，(2008)査読有

[17] VPN複数経路接続を用いたiSCSI並列ストレージアクセス解析,千島望，山口実靖，小口正人，日本データベース学会論文誌, Vol.7, No.1, 127-132, (2008) 　査読有
●小林　亜樹

[18] プロファイル間類似度の推移関係に着目した推薦計算量削減, 佐々木 祥, 宮田 高道, 稲積 泰宏, 小林 亜樹, 酒井 善則, WebDB Forum 2008 (2008) 査読有
[19] Service Discovery Using Community Relationships in Mobile Ubiquitous Networks

Yoshiko Sueda, Osamu Mizuno, Naoyuki Hirata, Hiroshi Ishii, Hiroaki Nishikawa, Proceedings of ICIN 2007, CD-ROM (2007) 査読有

（３）2007年

●水野　修

[20] CUE-v3: Data-Driven Chip Multi-Processor for Ad hoc and Ubiquitous Networking Environment

Hiroaki Nishikawa, Hiroshi Tomiyasu, Masanobu Okamoto, Masayoshi Sugiyama, Hiroyuki Uchida, Osamu Mizuno, Hiroshi Ishii, Makoto Iwata, Proceedings of PDPTA’07, 623-629 (2007) 査読有

[21] Evaluation of a method of finding content based on user relationships in an ad-hoc network 

Naoyuki Hirata, Yoshiko Sueda,  Osamu Mizuno, Yoshimasa Sajima, Hiroshi Ishii, Proceedings of PDPTA’07, 596-601 (2007) 査読有

[22] Concepts of Autonomous Contents Discovery Methods Based on Social Communities of Ad-Hoc Network Nodes Users 

Osamu Mizuno, Yoshiko Sueda, Naoyuki Hirata, Hiroaki Nishikawa, Hiroshi Ishii, Kazumasa Takami, Proceedings of PDPTA’07, 591-595 (2007) 査読有

[23] A proposal on Ad Hoc and Ubiquitous Communication Environment supported by Data-Driven Networking Processor

 Hiroshi Ishii, Osamu Mizuno, Hiroaki Nishikawa, Proceedings of PDPTA’07, 587-590 (2007) 査読有

[24]テスト駆動開発モデルに基づくIPサービスアプリケーション開発のための試験項目抽出システム，水野修，郷裕一，白神彰則，安部剛，田中良明, 電子情報通信学会論文誌(B),Vol.J90-B, No.10, 945-956 (2007) 査読有

[25] A mobile phone based authentication service for home appliances, Shintaro Mizuno, Takahiro Haruyama, Kouji Yamada, Osamu Mizuno, Proceedings of　CCNC 2007, 1168-1169 (2007) 査読有

[26] 菊池幸一, 高見一正, 後藤真一郎, 水野修, 条件付IDを利用したネットショッピング方式, 情報処理学会論文誌, Vol.48, No.1, 125-133 (2007) 査読有
●淺谷耕一

[27]最大パケット廃棄率の更新間隔を動的制御する適応型RED の提案と評価、電子情報通信学会論文誌B，杉崎義雄，淺谷耕一，Vol.J90-B No12, 37-47, (2007)　査読有
●山口 実靖，淺谷 耕一

[28]A Forward-Backward Optical Wavelength Path Establishment Scheme with Low-Blocking Probability in WDM Networks, Shinsuke Nagai, Hirotada Kawakami, Saneyasu Yamaguchi, Koichi Asatani, ICC2007, (2007) 査読有
●山口 実靖

[29] SCSIストレージアクセスにおけるTCP輻輳ウィンドウコントロール手法の提案と性能評価,豊田真智子，山口実靖，小口正人電子情報通信学会論文誌，Vol.J90-D-I, No.2, (2007) 査読有

[30] 高遅延環境下におけるIP-SANを用いた暗号処理最適化手法の実装と評価,神坂紀久子，山口実靖，小口正人,電子情報通信学会論文誌，Vol.J90-D-I, No.1, (2007) 査読有
●小林　亜樹

[31]Social Bookmark におけるコンテンツクラスタ間の類似度を用いたweb コンテンツ推薦システム, Web Content Recommendation System based on Similarities among Contents Cluster of Social Bookmark, 佐々木祥, 宮田高道, 稲積泰宏, 小林亜樹, 酒井善則, 情報処理学会論文誌データベース, Vol. 48, TOD36, No.SIG20, 14-24 (2007) 査読有

[32]ISSAI-GASSAI RSS Reader: Distributed Design of Single Action RSS Reader, Aki Kobayashi, Yasuhiro Tsuji, Yousuke Morimoto, Yosuke Takahashi, Katsunori Ymaoka, Noboru Sonehara, Proc. of IADIS WWW/Internet 2007, Vol. 2, 198-202, (2007) 査読有

[33]一切合財RSSリーダ：RSSリーダへのWebリンク構造の融合, 高橋庸介, 小林亜樹, 山岡克式, 曽根原登, DEWS2007, 第 18 回電子情報通信学会データ工学ワークショップ(DEWS2007) 論文集, A8-7, (2007) 査読有

[34]ユーザ閲覧コストに着目したメタデータ配信ネットワークの基礎検討, 馬場宏基, 佐々木祥, 宮田高道, 小林亜樹, 酒井善則,  DEWS2007, 第 18 回電子情報通信学会データ工学ワークショップ(DEWS2008) 論文集, C8-7, (2007) 査読有

[35]コンテンツクラスタの論理演算を導入したコンテンツ推薦, 佐々木祥, 宮田高道, 稲積泰宏, 小林亜樹, 酒井善則, DEWS2007, 第 18 回電子情報通信学会データ工学ワークショップ(DEWS2009) 論文集, A2-8, (2007) 査読有

[36]Webコンテンツの偏在性に着目したP2Pコンテンツ流通システム, 高橋昭裕, 小林亜樹, 山岡克式, 横田治夫, 曽根原登,  DEWS2007, 第 18 回電子情報通信学会データ工学ワークショップ(DEWS2010) 論文集, B9-8, (2007) 査読有

（４）2006年

●水野　修

[37] Optimal allocation of authentication functions for SIP services applicable to different access types, Mitsuyoshi Suzuki, Mitsuhiro Okamoto, Osamu Mizuno, Proceedings of　ICIN 2006, 311-316 (2006) 査読有

[38] Personal-oriented authentication and authorization methods for creating communities on the next generation network,Mitsuhiro Okamoto, Mitsuyoshi Suzuki, Osamu Mizuno, Proceedings of　ICIN 2006, 323-328 (2006)

[39] Internet shopping system using cryptographic ID technology and ID compression methods

Kouichi Kikuchi, Kazumasa Takami, Shin-ichiro Goto, Osamu Mizuno, Proceedings of　Softcom 2006, 315-319 (2006) 査読有
●淺谷耕一

[40] NGN 標準化動向の概要と今後の課題，電子情報通信学会誌，淺谷耕一，森田直孝，黒川章，松尾一紀，Vol.89, No.12, 1045-1050, (2006)　査読有
●山口 実靖

[41] iSCSI Analysis System and Performance Improvement of Sequential access in a Long-Latency Environment,Saneyasu Yamaguchi, Masato Oguchi, and Masaru Kitsuregawa, ELECTRONICS and COMMUNICATIONS in JAPAN (Part 3: Fundamental Electronic Science), 89/ 4, 55-69, (2006)　査読有
●小林　亜樹

[42] Webサーバ間での部分Webグラフ同期方式の提案, 高砂幸代, 小林亜樹, 山岡克式, 酒井善則, 曽根原登, DEWS2006, Proc. of DEWS2006, 7C-o2, (2006) 査読有

[43]Webコミュニティを意識したP2P型コンテンツ配送システムの試作, 高橋昭裕, 小林亜樹, 山岡克式, 酒井善則, 曽根原登, DEWS2006, Proc. of DEWS2006, (2006) 査読有

[44]Efficient Content Location Algorithm for Content Distribution Networks based on Distributed Construction of Search Tree from Contents of Proximal Nodes, Shambhu Shrestha, Aki Kobayashi, Yoshinori Sakai, Katsunori Yamaoka, Noboru Sonehara, IASTED DBA2006, Proc. of  IASTED DBA2006, 101-108, (2006) 査読有
[45]画像による対話型画像検索, 小林亜樹,画像ラボ 日本工業出版, 17, 1, 32-36, (2006)

[46]適合画像の自動分類による多グループフィードバックを用いた対話型画像検索, 趙剛, 小林亜樹, 酒井善則,映像情報メディア学会誌, Vol.60, No.12, 1980-1990 (2006) 査読有

[47]Social Bookmarkにおけるコンテンツクラスタ間の類似度を用いたWebコンテンツ推薦システム, 佐々木祥, 宮田高道, 稲積泰宏, 小林亜樹, 酒井善則,  DBWeb2006, DBWeb2006論文集, 2006, 16, 59-66, (2006) 査読有

[48] Dynamic Activating and Deactivating Loss Recovery Router for Live Streaming Multicast, Yuthapong Somchit, Aki Kobayashi, Katsunori Yamaoka, Sakai Yoshinori, IEICE Trans.,Vol. E89-B,No. 5, (2006) 査読有

（５）2005年

●淺谷耕一

[49]Multicast Receiver Mobility over Mobile IP Networks based on Forwarding Router Discovery、Lecture Notes in Computer Science, Springer-Verlag GmbH, Takeshi Takahashi, Koichi Asatani, Hideyoshi Tominaga, Vol. 3421, (2005）査読有

[50]Proactive Handover Scheme based on Forwarding Router Discovery for Mobile IP Networks, IEICE Trans., Takeshi Takahashi, Koichi Asatani, Jarmo Harju, Hideyoshi Tominaga,Vol.E88-B No.7 p.2718, (2005)　査読有

[51]ポート間公平性を考慮した低遅延スケジューリングアルゴリズムの提案, 川上浩只，淺谷耕一, 電子情報通信学会論文誌B, Vol.J88-B, No.10, 2052-2061,(2005)　査読有

●山口 実靖
[52] iSCSI Analysis System and Performance Improvement of iSCSI Sequential Access in High Latency Networks, Saneyasu Yamaguchi, Masato Oguchi, Masaru Kitsuregawa,  12th IEEE International Conference on High Performance Computing (HiPC 2005), 538-548, (2005）,査読有

[53] Trace System of iSCSI Storage Access and Performance Improvement, Saneyasu Yamaguchi, Masato Oguchi, Masaru Kitsuregawa, The 10th International Conference on Database Systems for Advanced Applications (DASFAA 2005), pp. 487-497,  (2005）,査読有

[54] Trace System of iSCSI Storage Access, Saneyasu Yamaguchi, Masato Oguchi, Masaru Kitsuregawa, The 2005 International Symposium on Applications and the Internet(SAINT2005), pp. 392-398,  (2005）,査読有

●小林亜樹
[55] Dynamic Loss Recovery Router Placement for Live Streaming Multicast, Yuthapong Somchit, Aki Kobayashi, Katsunori Yamaoka, Yoshinori Sakai, IASTED CIIT 2005, Proc. of IASTED CIIT 2005, 26-31, (2005) 査読有

[56] Neighboring Search by Visualization of Web Link Space, Takamichi Miyata, Aki Kobayashi, Hidetomo Miyahara, Katsunori Yamaoka, Yoshinori Sakai,IADIS WWW/Internet2005, Proc. of IADIS WWW/Internet 2005, 86-90, (2005) 査読有

[57] Synchronization Method of Web-Subgraph of Contents, Yukiyo Takasago, Aki Kobayashi, Katsunori Yamaoka, Yoshinori Sakai, IADIS WWW/Internet2005, Proc. of IADIS WWW/Internet 2005, 65-69, (2005) 査読有

[58] Network information retrieval method controlled by Energy and Division probability parameters, Katsunori Yamaoka, Takefumi Yonemaru, Aki Kobayashi, Yoshinori Sakai,  IEEE PACRIM05, Proc. of IEEE PACRIM05, 474-477, (2005) 査読有

[59] 抽象的なイメージによる画像検索, 小林亜樹,映像情報メディア学会誌, Vol.59, No.8, 1156-1161 (2005)

[60]ラフ集合論の縮約による多グループフィードバックを用いた対話型画像検索, 趙 剛, 小林亜樹, 酒井 善則, 映像情報メディア学会誌, Vol.59, No.6, 884-893(2005) 査読有

[61] Link Information Consistency Methods Using Update Notification on the Web, Yukiyo Takasago, Aki Kobayashi, Katsunori Yamaoka, Yoshinori Sakai, ICDE2005 SWOD2005, ICDE2005, pp.150-153,(2005) 査読有

